
 
１ ひたちなか・東海・那珂ほしいも協議会 茨城県 

い ば ら き け ん

ひたちなか市 

伝統の味 匠の技 日本一の干し芋がここにある 

活動の経緯 

食品の衛生面が注目され、消費者より安全で安心な農作物の生産が求められてい
る。消費者の信頼を確保し、おいしいほしいもを提供するため、管内生産農家の衛
生管理への意識向上を図り、加えて100年の伝統を持つ当産地のほしいもは、日本
一であることの認知度が低く県内外のイベント、テレビ等の宣伝により消費者へ積
極的なPR活動をするため。 

研修会の様子 

活動の概要 

ほしいもの品質向上と生産者の衛生管理等の取り組みの支援をサポート。 
市内大型商業施設でのイベント開催。 
ブランド化に向けての検討。 

活動の成果、主な実績等 

衛生加工の実践、生産履歴の記帳，適正品質表示の３点をしている生産者を
「三ツ星生産者」として認定し、衛生管理の意識と品質の向上を図った。 
ひたちなか保健所、県農業機関等の関係機関と連携することにより、ほしいも

生産農家向けの研修会を開催、三ツ星生産者への加入促進、三ツ星ステッカー，
パンフレット等の広告物を制作・配布し，生産農家及び消費者へ運動の周知を図
った。 
県外からも消費者が訪れるひたちなか市内大型商業施設のイベントスペース

で、三ツ星生産者が出品するほしいもの試食、投票を行う品評会と販売会を開催
し多くの方にほしいもへの興味・関心を持って頂くようPRを図った。 
HACCPの義務化で、小規模生産者・事業者に対応できるよう、HACCPの考えを

取り入れた衛生管理のための手引書を作成した。 

ほしいも品評会：会場の様子 
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